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2023年秋は、沖縄島4エリア22本竜美大島4エリア24本｀憾之島6エリア30本のコアサイトの標本木に加え、有志

で実施しているサテライトサイト、親子連れで調査体験ができるイベントサイトを設定して調董を実施しました。調査体験

では、双眼鏡の使い万実習、ランドルト環を用いた双眼鏡視力検董、カウンターの早押し競争、実際の実りの写真を用いた

バネルによるカウント練習などをして、本番の調査に挑みました

｀ 
る言黙四員活動謳●釜

2023年10月78、国頭村森林公園でゃんばる自然
体験活動協議会、琉球大学与那フィールドと共催で、
ドングリ調査を実施しましだ。

2023年1_0月21日、罷之島剥岳の麗で、とんぐりカウ
ント繰習中の徳之

2023年10月15日、竜美大島油井岳展望台にて、
瀬戸内町•宇検村の皆様とドングリ調董を実施しま
した。

¥ ¥ ’ ⇔^・之 調査手法の詳細は、
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ドングリ調査隊

落ちているドングリを拾うこと
はあっても木を見上Iブてドングリを観寮

するということは自分にとって初めての経験
で、緑の林冠の所々にスダジイのドングリが密集
してついている姿は新鮮に感じました。また、や
んばるの森において多くの生き物がドングリに支
えられていることを再認識しました。ドングリは
地域ごとに程類が異なっても身近な樹木の1つで
す。より多くの人にたくさんの生き物を取り巻く

還坑の1つになっているドングリについて
興味を持って欲しいと思いました。

沖縄喋立辺土名高校自然環埠科

一久保田董笙ー一ー／

小学生3名の親子で調査に参加し
した。晋段落ちているドングリを探す事は

あっても木に付いているドングリを探すこと
は初めての体験でした。子どもたちは使い信れ
ない双眼鏡も新鮮で楽しかったようです。今回は
ドングリが付いている木が少ないようでしだが、た
まに出てくる豊作の木には親子で興璽しました。
普段見なれた自然の中にも、感覚だけでなく、調
査をすることによってほ浣の変化を観測できる

ことに気付けました。

東村立山と水の生活博物館

渡久山尚子



辺エ名霞校自然譴調綱2年生の授織／国賣村轟杯公●

鬱之畠纏冑璽二高校との86董／天域岳塁山遵入り□1l●蠅

囀l"ドングリ調査にご協力いただいた皆様

初めてパンフレットを使ってドングリの数え力を繹翠した時に

目注だけうまく数えられなくて心配だったのですが．他の臼と1
~3個のすれぐらいだったので、安心して本番で数えることがで

きました．また、双瞑鋼の使い力も自分では見えていると思って

いたけとり1高さんに即つった使い方をすると今までよりも綺麗に

遠くまで見ることができたのでドングリ数えがいつもよりとても

楽しく自信を持って行う事ができました．

カウンターでドングリを数えて行く過程は霞初は大変で少R戸惑
いましだが、段R慣れて楽しく蒙を数えられるようになって罐しか

ったでv.今回の謁董で鵞いたことはそれぞれのポイントで木にな

るドングリの量が冥なっていたことと、ドングリと虫こぶの見分け

がつきにくかったことでしたそして、僕らm”［した竃英自然鰐

察の森ではドングリの木の実の■が予想していた数よりとても多く
豊作鱈向にあると予想したのですが、他のドングリの閲葦濃所曲井

岳なとではドングリの敷が少なかったため、自然観察の森以外の調

査所では凶作傾向にあることが分かりました．このように、一つ

の箇所で豊作、凶作を判断するのは纂しいことが令回の講董でわか

りとて頭味涙く面白かったです．また同以鯨切おれば参加でき

れば良いなと思いました．

世界自然遺産登縁地填の調査は．とても貴璽な体験になりました．

令まではドングリについて学ぶ讚会や観察する犠会がありませんで

した．豊凶モニタリング闘董で． ドングリの生産・の増瀬や，ドン

グリを食べるリュウキュウイノシシやアマミノクロウサギなとの生

きとの闘連も学ぶことができました．今回の瓢董結果を踏まえて．

来も謂査に●加し．森の生命の運鎖について．新しい発見をして

いさたいと思います。

． 
琉球大学震学部与那フィールド、 YambaruGreen.ゃんばる自然体駿活動協議会珊算省ゃんばる野生生物保護センター．

辺エ名高等学校．甫西耀蠣研究所．稟村立山と水の生活博物館、名護博物鱚、還調省籠之島詈理官事務所、國之島虹の会、

旅友Tokunoshima.構南璽二高等学校、天城町、癒之島町、伊仙町、環墳省竜美野生生物保護センター、竜美野罵の

会竃美海洋生糊研究会．大鳥高等学校．竃美フロンティアガイド、林野庁鹿児島森林管理璽．大島支庁、竃美市、

龍輝町、瀬戸内町．宇検村、林野庁沖鱒森林管理署、沖縄順、国頭村、大宣味村、東村、名護市の蓄様、調董体験

イベントにー参加いただいた皆織にご協力いただき、実施することがで
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